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Abstract: When categorizing English verb phrases, it is important in linguistics to 
clarify what the categorization is based on. We can make clear the semantic 
difference between the VP walk to the store and the VP walk toward the store on the 
basis of aspectuality. But we cannot do it between the meaning of the bare plural 
subject lions in the sentence Lions are fierce and the one in the sentence Lions are 
in the park, though the two sentences have the same aspectuality, namely, stative. 
Moreover, we try to explain the difference in acceptability between the sentence 
John was drunk yesterday and the sentence John was intelligent yesterday; the 
former is acceptable while the latter is not. We will clarify the difference between 
the meanings of bare plural subjects and the difference in acceptability not on the 
basis of aspecruality but on the basis of stage-level. Finally, we will show what 
environment the stage-level predicates can appear and clarify what kind of adverbs 
they can co-occur with and also why they can co-occur with the kind of adverbs. 
 
 
序 
英語動詞(句)を分類する場合、言語学にお
いて重要なことは、どのような基準において、
どのような方法・手段でなされるかである。
この分類の基準となる一つは、アスペクトに
よる方法である。対象となる動詞句が完了ア
スペクトを内在するか否かによって、完了ア
スペクト動詞句と継続アスペクト(未完了ア
スペクト)動詞句に分けられる(Vendler(1967), 
Dowty(1979))。例えば、次の(1a)(1b)の文のよ
うに、同一動詞(walked)が使用されているが、
アスペクトの観点より見れば違いがあり、異
なるカテゴリーに分類される。 
 (1)a.  John walked to the store. 
    b.  John walked toward the store. 
 
(1a)の文の意味には、完了の意味が含意され
ている。すなわち、ジョンは店に着き、その
場所にいることが含意されている。 
 
(1a)  John walked to the store. 
  ⇒ John was in the store. 
 
(1b)の文には、ジョンが店に着いたことを
意味する完了の意味は含意されておらず、動
作の継続を表している。 
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  (1b)  John walked toward the store. 
    ⇒ John was not in the store. 
 
以上のことは、(1a)の文が完了アスペクトを
持ち、(1b)の文が継続アスペクトを持つこと
を意味する。この両文の違いは、どのような
方法で示されるであろうか。その方法・手段
の一つは、時間の副詞との共起関係である。
時間の副詞 in 5 minutes(5 分内で)のような出
来事が完了するまでの時間帯を表す副詞と、
完了アスペクトを持つ文は共起出来るが、時
間の副詞 for 5 minutes(5 分間)(動作の継続を
表す副詞)とは共起出来ない。しかし、(1b)の
ような継続アスペクトを持つ文は、逆のこと
が言える。従って、時間の副詞 in X と共起出
来る場合は、完了アスペクトを持つため、in X
が完了アスペクトの有無の判定手段になる。 
 
(2)a.  John walked to the store in 5 minutes. 
    b.  John walked toward the store for 5  
minutes. 
c.  *John walked to the store for 5 minutes. 
    d.  *John walked toward the store in 5  
minutes. 
  e. (=2.a)  ジョンは 5 分で店に歩いて行 
った。( in X  ： X 分(時間)内で)  
    f. (=2.b)  ジョンは 5 分間店の方へ 
歩いた。 ( for X ： X 分(時間)の間) 
    g. (=2.c) *ジョンは5分間店に歩いて行っ 
た。 
    h. (=2.d) *ジョンは 5 分で店の方へ 
歩いた。 
      
この完了・継続アスペクトを基準にし、時の
副詞との共起関係による方法で、動詞は(i)状
態動詞句(ii)活動動詞句(iii)到着動詞句(iv)達
成動詞句の４カテゴリーに分類される。この
場合の分類を、意味特性(±スル)(±ナル)の組
み 合 わ せ に よ っ て 表 す こ と が で き る
(Dowty(1979))。(3)における(+スル)は継続動
作を表す意味素性で、(+ナル)は完了出来事の
意味を表す意味素性である(吉川・友繁(2008))。 
 
 (3)a.  状態動詞句＝（-スル）（-ナル） 
例： be tall,  be drunk,  know the fact,   
be in the park,  be intelligent 
     b. 活動動詞句＝（+スル）（-ナル） 
例： run in the park,  walk toward the  
store,  swim in the pond 
     c. 到達動詞句＝（-スル）（+ナル） 
例： arrive at the station,   
break in a minute 
     d.  達成動詞句＝（+スル）（+ナル） 
例： go to the store,  build a house,   
bake a cake,  break a window 
 
しかし、このアスペクトを基準とする分類
方法では、次の(4a)(4b)の文における houses
の意味の違いや、(5a)(5b)の間の容認性の違い
は説明できない。 
 
  (4)a.  Lions are fierce. 
     b.  Lions are in this park. 
  (5)a.  John was drunk yesterday. 
    b.  *John was intelligent yesterday. 
 
これらの文(4)(5)は、アスペクト的には状態
動詞(句)の文と分類されるが、アスペクトに
よる基準では(4a)(4b)の両主語における意味
の違いは説明できない。(4a)はライオン全て
が獰猛であることを叙述している。しかし、
(4b)は全てのライオンについて述べているの
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でない。ある数頭のライオンについての叙述
である。また、(5a)と(5b)は状態動詞の文であ
るので、この二文における文法的容認性の違
いは、アスペクトを基準とする方法では説明
できない。これらの違いは、また異なる基準
で説明されるべきものであると考えられる。
この基準とはいかなるものかを見てみよう。
また、どうような方法・手段でなされるかを
も見てみよう。まず、(4a)と(4b)の主語の違い
から取り組むことにする。 
 
I.  stage-level と individual-level の違い 
冠詞(定・不定冠詞)の付かない(4a)(4b)の主
語のような複数名詞は、裸複数名詞 (bare 
plural nouns)と呼ばれる。このような裸複数名
詞は、結び付く動詞句によって意味が異なる
ことが生じる。例えば、文(4a)(4b)で見られた
ように、主語の位置にある裸複数名詞(horses)
に、意味の違いが見られる。その意味の違い
は、いかなる要因によって生じるかを見てみ
よう。 
 
I.1  主語の裸複数名詞の意味 
裸複数名詞が主語の場合、結び付く動詞句
によってその主語の意味が異なる。なぜその
ような事が生じるかを考えてみよう。 
 
〈問題提起〉 (6a)と(6b)の文における horses
の意味には、どのような違いがあるか。 
 
(6)a.  Horses have tails. 
    b.  Horses were galloping across the plain. 
 
(6a)(6b)を比較した時、両文における主語の
意味に違いが見られる。(6a)について我々は
世界中の全ての horses について考え、馬全体
についての特徴(もしくは、馬が持つ属性)を
叙述しており、次のような意味を持つと考え
る。 
 
 (6a)’  ＝  All horses have tails.  
 
このように、馬全体についての叙述の読みを
総称的解釈(generic interpretation)と呼ぶ。 
他方、(6b)の例では、(6a)のような世界中の
全ての馬のことを考えているのではなく、眼
の前に存在するある何頭かの馬（数十頭であ
るか、数百頭であるか不明であるが、限られ
た数の馬）についての動作を叙述しており、
次のような意味を持つと考える。 
 
 (6b)’  =  Some horses were galloping  
across the plain.   
 
このような読みを持つ場合を、存在的解釈
（existential interpretation)と呼ぶ。すなわち、
(6a)と(6b)の違いは、次のように述べることが
出来る。 
 
(7)  (6a)の horses は、馬という種全てにつ
いての叙述であるが、(6b)の horses は、
眼の前に存在するある数頭の馬につ 
いての叙述である。 
 
I.2  STAGE と INDIVIDUAL について 
次に、(8a)(8b)のような主語における裸複数
名詞の解釈の違いは、いかなる要因によって
生じるかを考えてみよう。 
 
  (8)a.  Horses have long tails. 
    b.  Horses are in the ground. 
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〈問題提起〉 (8a)と(8b)における主語の複数
名詞句(horses)の意味の違いは、どのような要
因により生じるのか。 
 
 この問題に取り組むために、Carlson(1977) 
の理論を見てみよう。Carlson によれば、モデ
ル対象物は、3 つのクラスに分類される。そ
れらは、KINDS, OBJECTS, STAGES のクラス
である。この 3 つのクラスは、次のような図
で表される関係にある。 
 
(9)      KIND 
        (人間) 
 
          OBJECT    …   OBJECT   
          (Mary)           (花子) 
 
STAGE        …       STAGE      
(2001 年 11 月生まれ)  (2006 年 4 月幼稚園入園) 
 
一例として、KIND として人間 (human 
beings)を取り上げて考えてみよう。その場合、
人間の下位分類の OBJECT として、具体的な
人として Mary, John, 花子、太郎が存在する。
そして、一つの OBJECT に対して、幾つかの
STAGE が存在する。例えば、2001 年 11 月に
生まれたという一つの STAGE にある Mary、
2006 年 4 月に幼稚園に入ったという一つの
STAGE での Mary が、存在する。OBJECT で
ある Mary は、これらの一連の STAGE を持つ
と考えられる。 
 (8a)と(8b)の文について考えると、(8a)の文
は horse 全体についての叙述である。すなわ
ち、horse 全体が統一して持つ属性についての
叙述である。従って、この叙述は horse であ
る種(KIND)が持つ属性の叙述である。 (8b)
の文は horses という KIND の内の何頭かの具
体的な一つの状況についての叙述と考えら
れる。 (8a)は horses の KIND についての叙
述であり、 (8b) はある数頭の horses の
STAGE(すなわち、一つの状況)での叙述であ
る。この叙述の違いは、主語に後続する動詞
の意味によって生じる。それでは、STAGE
とは、どのような事を意味するのであるかを、
もう少し詳しく見てみよう。 
 
〈問題提起〉 STAGE とは、どのようなこと
を表しているか。 
 
Bach(1989:83)は、次のように STAGE につ
いて説明している。 
 
(10)  一つの STAGE とは、OBJECT もし 
くは、KIND の一時的及び一空間での 
出来事である(A stage is a time-space  
slice of an individual OBJECT or KIND.)。 
  
次の文(11)を例に考えてみよう。文(11)は、
「たまたま John は、今酔っている。」ことを
叙述している。すなわち、一つの OBJECT で
ある John についての一時的・一空間での状態
(状況)を表しており、個である John の一状況
での描写であると考えられる。従って、(11)
は限られた一時的・一空間的状況の描写であ
る。このような状況表現を stage-level の叙述
であると言う。 
 
  (11)  John is drunk.  (John は酔っぱらっ 
ている。) 
 
この動詞句 be drunk は、stage-level の出来事・
状況を描写するために、stage-level 叙述詞と
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呼ばれる。この叙述詞は、限定された時間・
位置での一状況の描写を表すために、状況の
観点より規定すれば、次のようになる。 
 
  (12)  stage-level の叙述詞の意味：   
限定された時間・空間で表される一つ 
の状況の存在を表す。 
 
次の文(13)は、どのようなことを表してい
るのであろうか。 
 
  (13)  John is intelligent. 
 
(13)の叙述は、個(OBJECT)である John 一個
人特有のこと(すなわち、John の不変の本質)
を描写していると考えられる。このような一
個人の不変の特性・本質を表す表現を
object-level の叙述と言い、この叙述詞を
object-level 叙述詞と呼ぶ。この場合の描写は、
限られた一つの状況での描写でなくて、任意
での状況(任意での時間・任意での場所)での
描写と考えられる(Chierchia (1995))。 
 また、次の(14)の叙述詞（be mammals）は、
KIND についての描写であるので、kind-level
叙述詞と呼ばれる。 
 
  (14)  Horses are mammals.  (馬は、哺乳動 
物である。) 
 
OBJECT と KIND を個体(INDIVIDUAL)の下
位範疇とし、以下 object-level と kind-level を
一 つ の レ ベ ル と し 、 そ の レ ベ ル を
individual-level と呼ぶ。状況を基準にすれば、
stage-level と individual-level の叙述詞は、次
のように特徴づけられる。 
 
  (15)a.  stage-level の叙述とは、時・空間に 
おいて制限された一状況の存在を表 
し、一状況の存在を表す読み 
(existential reading)を与える叙述詞。 
   b.  individual-level の叙述とは、時・空 
間的に比較的長い永続的状況(すなわ 
ち、描写は限られた状況での描写で 
なくて、任意での状況・任意での時 
間・任意での場所での描写)を表し、 
全ての状況での総称的な読み(generic  
reading)を与える叙述詞。 
 
 以上のことより、(8a)と(8b) の裸名詞句の
意味の違いは、結び付く叙述詞の level の違
いにより生じることが解る。すなわち、
stage-level の叙述詞と結び付いた裸名詞句の
主 語 に は 、 存 在 の 解 釈 が 与 え ら れ 、
individual-level の叙述詞と結び付いた裸名詞
句の主語には、総称の読みが与えられる。従
って、裸名詞句の主語の意味は、結び付く叙
述詞の level によって決まる。 
次に、stage-level の叙述詞はどのような特
徴があるかを、さらに統語面より見てみよう。 
 
I.3  stage-level の叙述詞の統語的特徴 
stage-level の叙述詞は一時的・一空間での
状況を表すが、このことはどのような統語的
特徴として表れるかを、この小節で見てみよ
う。 
 
〈問題提起〉 stage-level の叙述詞は進行形に
することが可能であるが、individual-level の
叙述詞は不可能(Pustejovsky 1995:20)である。
なぜか。 
 
(16)a.  You’re being so angry again.   
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(be angry: stage-level) 
      b.  *You’re being tall today.     
 (be tall: individual-level) 
 
まず、現在進行形の文と単純現在形の文が
表す意味には、どのような違いがあるかを見、
次に両者に見られる違いに基づいて、なぜ
stage-level の叙述詞が現在進行形での使用が
可能であり、individual-level の叙述詞は不可
能であるかを考えてみよう。 
 
  (17)a.  John is smoking. 
     b.  John smokes. 
 
(17a)(17b)の両文は、John についての叙述で
ある。しかし、現在進行形と単純現在形の文
には大きな違いが見られる。(17a)の進行形の
文は、smoking している John の時間的・空間
的に制限された一状況についての描写であ
る（水谷 (1985 : 94)、 Bach (1989：89)、今井 
(1995：43)) 。すなわち、現在進行形は、眼
の前に展開中である John の一時的状況(a 
stage)の存在を表している。   
他方、(17b)の単純現在形の文は、時間的・
空間的に制限されていない John の一個人
(OBJECT)特有の習慣に対する描写(時間的・
空間的任意での状況描写)である。状況の観点
より述べれば、単純現形と進行形の違いは、
次のようになる。  
 
 (18)a.  単純現在形は、時・空間で制限のな 
い任意での状況(すなわち、総称的な状 
況)での描写である。 
      b.  進行形は、時・空間で制限された 
一つの状況(すなわち、一つの存在す 
る状況)での描写である。 
 
進行形は、「一時的・一空間的にその時点
で行われている」出来事を表し、一時的動作
の叙述の性格(一時性表現機能)を持つ(今井 
(1995:42))。この機能を持つのは stage-level の
動詞句である。そのために、進行形で使用出
来る。 
他方、時・空間的に制限のない (総称的状
況での) 恒久的な資質を表す individual-level
の動詞句は、一時的表現機能を持つ進行形と
は意味的に相いれない。そのために、
individual-level の動詞句は、進行形では使用
出来ないことになる。以上のように、
stage-level と individual-level の違いは、進行
形での使用の可能性に大きく関係している。 
 
I.4  同一動詞による level の異なる動詞句 
同一動詞を使い、異なる level の叙述詞が
作られる事がある。動詞が同一であっても結
び付く目的語、また、be 動詞の場合は結び付
く補語によって、level の異なる動詞句が作ら
れる。 
 
I.4.1  have a good time と have blue eyes の
違い 
動詞が同一であっても結び付く目的語に
よって、異なる level の動詞句になる。その
一例が、動詞 have で作られる動詞句である。 
 
〈問題提起〉 動詞句 have a good time と have 
blue eyes にはどのような違いが、意味論・統
語論の面から見られるか。 
 
動詞 have は、結び付く目的語によって進行
形で使用出来たり、出来なかったりする。す
なわち、動詞 have は、結び付く目的語によっ
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て stage-level の叙述詞になることもあり、
individual-level の叙述詞にもなる。例えば、a 
good time at the partyと結びついた動詞句 have 
a good time at the party は、一時的状況を表す
ため、stage-level の叙述詞となり、blue eyes
と結びついて動詞句 have blue eyes は、個人の
持つ特有の特徴(任意的状況)を表すため、
individual-level の叙述詞となる。この二つの
叙述詞はレベルが異なり、その異なりは進行
形での使用での容認性の違いとして現れる。 
 
  (19)a.  John is having a good time at a party.   
(have a good time at a party : stage-level) 
     b.  *John is having blue eyes.  
(have blue eyes : individual-level) 
 
1.4.2  be angry と be tall の違い 
be 動詞についても、補語として採る要素に
よって異なる level の叙述となる。形容詞叙
述である次の(20a)(20b)について考えてみよ
う。 
 
(20)a.  John is so angry again. 
     b.  John is tall. 
 
 (20a)の be so angry again は、一時的状況を表
しており、stage-level の叙述詞である。 (20b)
の be tall は、個人が持つ特性(すなわち、任
意の状況)を表しており、individual-level の叙
述詞である。この両者の違いも、進行形にお
ける容認性の違いとして現れる。 (20a)では
進行形での使用は可能であるが、(20b)では不
可能である。 
 
(21)a.  You’re being so angry again.  
 (be angry: stage-level) 
     b.  *You’re being tall today.     
 (be tall: individual-level) 
 
 動詞句 have blue eyesや be tallのように個人
が持つ独特の恒久的属性(すなわち、任意の状
況で成立する描写)を表す individual-levelの叙
述詞は、進行形での使用は不可能である。他
方、have a good time at a party や be so angry 
again のような一時的状況を表す stage-level
の叙述詞は、進行形での使用が可能となる。 
 
II.  stage-level と individual-levelの意味関係 
次に、stage-level と individual-level は、ど
のような意味関係にあるかを少し詳しく見
てみよう。まず、STAGE と OBJECT の関係
から見てみよう。 
 
〈問題提起〉 STAGE と OBJECT の関係は、
ど の よ う な 意 味 関 係 に あ る か 。 (Bach 
(1989:83)参照。) 
 
  (22)a.  John smokes. 
     b.  John is smoking. 
 
 (22a)(22b)の両文は、John についての叙述
である。(22b)は smoking している John の一
状況(a stage)での描写であり、(22a)は John の
一個人(OBJECT)が持つ特有の習慣の描写で
ある。すなわち、(22a)は任意の状況での描写
であり、individual-level の叙述で、(22b)は制
限された一つの状況での描写で、stage-level
の叙述である。(小節 I.3 参照。) 
 一つの状況(a stage)は、個体(individual)の時
間的・空間的に限定された状況での具現化(a 
temporally and spatially limited manifestation)で
ある。KIND であれ OBJECT であれ、個体
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(individual)は、空間的・時間的に制限された
一状況での具現化の連続体である。そのため
に、以上のような一つの個体(OBJECT)と空間
的・時間的に制限された一状況(STAGE)との
関係(OBJECT と STAGE の関係)は、次のよう
に表される (Carlson(1977))。個体(individual)
を一つの STAGE と結びつける関数を R とし
た場合、s が一つの stage で、 j が一個人
(individual)である時、j のある一時点での個の
具現化(realize)(すなわち、j と s の関係)は、
R(s, j)で表される。例えば、(23a)の文は、一
つの状況(a stage)と個人 (individual) の間に
(23b)に表されるような意味関係にあり、その
関係は論理式(23c)で表される。 
 
  (23)a.  John is sick. 
b.  sick である一つの状況(a stage) s  
があり、その状況 s は、John の一時 
点・一空間での具現化である。 
c.  ∃s[R(s,  j) ∧ Sick(s)] 
  R ： 具現化関数 
 
 次に KIND と STAGE の意味関係は、どの
ようであるかを見てみよう。 
 
〈問題提起〉 KIND と STAGE の関係は、ど
のような関係にあるか。 
 
(24)a.  Horses have tails. 
     b.  Horses were galloping across the  
plain. 
 
I.1 で見たように、(24a)は horse の種(KIND)
についての叙述であり、(24b)は KIND の具体
的な例についての叙述である。裸複数名詞が
主語に来た場合、叙述詞が表す意味の特徴に
よって KIND についてと、KIND の具体例に
ついての解釈が可能となる。すなわち、この
違いは、裸複数名詞と結び付く動詞の意味特
性によって生じる。裸複数名詞が、 be 
intelligent,  be tall のような恒久的な本質・性
格 を 表 す ( 任 意 的 で の 状 況 を 表 す ) 
individual-level の動詞句と結びつくと総称的
解釈が与えられる。 
他方、KIND の具体的な例についての存在
的解釈は、steal, eat, be nice のような一時的・
一空間的での制限された状況を表す動詞句
と結びつくことによって生じる。これまでの
ことをまとめると、叙述詞は状況を基準とし
て、次のように 2 種類に分けられ、STAGE
と INDIVIDUAL の関係は、(27)のように表さ
れる(Carlson(1977), Bach(1989))。 
 
(25)  stage-level 叙述詞:  一時的状況 
(temporary state)や一時的動作 
(transitory activity)を表す動詞句。一時 
的状況を与える動詞(句)。 
例：fall down the stairs, be drunk,  
be running in the park（一時的・偶発的 
な特性あり）。 
 (26)  individual-level 叙述詞: 比較的永続 
的な状態(permanent state)を表す動詞 
句。任意的状況(総称的状況)を与える 
動詞(句)。 
例：be intelligent, be tall, have two legs   
(永久的・本質的な特性あり)。 
(Bach(1989:107), Chierchia(1995)) 
(27)  一連の stagesが一つになって一個人 
(individual)を表す。すなわち、一つの 
stage は、一個人の時間的・空間的一断 
片である。このような関係が、STAGE 
と INDIVIDUAL（KIND と OBJECT）の 
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間に存在する。 
その関係は、∃ s[R(s, j) ∧ P(s)]  
( R：具現化関数、P：stage-level 叙述詞、 
s：一時的状況、j：KIND(もしくは、 
OBJECT) で表される。 
 
III.  stage-level叙述詞と individual-level叙述
詞の現れる環境 
この節では、stage-level と individual-level
の叙述詞は、どのような統語的環境に現れる
かを見てみる。この環境は、叙述詞の特徴づ
ける方法・手段と考えられる。また、この現
れる環境の違いによって、両叙述詞の特徴が
どのようなものであるかが、より明らかにな
る。 
 
III.1  stage-level 叙述詞と時間限定副詞の共
起関係 
stage-level と individual-level の叙述詞は、
どのような時の副詞と共起関係が成立する
かを見てみよう。 
 
〈問題提起〉 Max was here は、副詞節 when 
I arrived と共起関係が出来き、Max was tall は
共起出来ないのはなぜか。(28a)(28b)の文の容
認性の違いは、どのような意味的要因による
か。 
 
  (28)a.  Max was here when I arrived. 
       b.  *Max was tall when I arrived. 
 
副詞節 when I arrived は、どのような意味特
性を持つかをまず見てみよう。この副詞が意
味することは、一時点で完了する出来事を表
している。すなわち、この副詞節の働きは、
時間を限定するものである。このように、限
定された時間を表す副詞句を時間限定副詞
句と呼ぶことにする。この副詞句は時間を限
定するために、一時点での状態・描写を表す
動詞句とは整合し共起可となる。しかし、恒
久的な事を表す動詞句とは整合性を欠くた
め 共 起 不 可 能 と な る (Vlach(1981:273)) 。 
(28a)の場合の動詞句 was here は、「たまたま
あの時ここにいた。」状況を描写しており、
一時的状況を表す stage-level の状態動詞句で
ある。そのため、副詞節 when I arrived とアス
ペクト的に整合し、共起可能となる。 
他方、動詞句 was tall は恒久的・本質的な
特性を表す individual(object)-level の状態動詞
句で、任意的時間で成立する状況を表してい
る。そのために、一時性を表す副詞句 when I 
arrived とは、アスペクト的に整合性に欠き、
共起不可能となる。 
次のような場合にも同じ事は当てはまる。 
 
 (29)a.  She was Miss Japan when I met her  
at the party. 
     b. ??She was a woman when I met her  
at the party. 
 
この場合の be Miss Japan は、一時的状態を
表す stage-level の叙述詞であり、副詞節 when 
I met her at the party は一時性を表しており、
両者は整合し、両者が結び付いた時、容認可
能となる。一方、be a woman は individual-level
の叙述詞であり、時間的任意で成立する状況
描写であるため、一時的状況を表す副詞と整
合せず、両者が結び付いた時、容認不可能と
なる。 
動詞句 individual-level と stage-level が、そ
の他にどのような環境で生じるかを見、その
違いを明確にしてみよう。 (30a)と(30b)でも、
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容認性において違いが見られる。(30b)の文は
容認されるが、(30a)は容認性が低い。このこ
とは、どのような要因によるのか。 
 
(30)a.  ??John was tall yesterday. 
     b.  John was drunk yesterday. 
 
動詞句 be tall は、不変的なことを表し、時間
的任意での状況における描写を表す。そのた
めに、時間的に制限された時を表す副詞
(yesterday)と、be tall は意味的に相反し、共起
することは出来ないことになる。すなわち、
individual-level の叙述詞は、一時的状況を表
す副詞と共起できない。 
他方、be drunk は一時的状況(a stage)を表す
ため、一時点を表す副詞 yesterday とはアスペ
クト的に整合し、共起可能となる。以上のよ
うな理由により、(30a)(30b)における容認性の
違いが生じると考えられる。(Chierchia(1995)
参照。) 
 
III.2 stage-level / individual-level 叙述詞と
場所限定副詞の共起関係 
次に、場所を限定する副詞句(場所限定副詞
句)と stage-level / individual-level 叙述詞との
共起関係がどうかを見てみよう。 
 
〈問題提起〉 次の二文は容認性が低いが、
その理由はどのような要因によるか。 
 
(31)a.  ??John is intelligent in his car. 
   b.  ??John knows Latin in his office. 
 
individual-level 叙述詞は、一つの定まった
場所でなく、任意の場所に位置づけられた状
況 を 値 域 (range) と す る 。 す な わ ち 、
individual-level 叙述詞の描写位置は、限定さ
れた位置での叙述でなく、任意の位置で成立
する状況叙述である。そのために、総称的解
釈を受ける。総称的解釈を受ける be intelligent, 
know Latin と、一つの定まった場所を表す副
詞(位置限定副詞)in his car, in his car とは整合
せず、共起不可能となる。 
 他方、stage-level 叙述詞は、一時的・一空
間的状況を表すため、一時的に場所を限定
する副詞句(in his car, at the party)とアスペク
ト的に整合するために共起可能となる。 
 
 (32)a.  John was drunk in his car. 
     b.  John was in high spirits at the party. 
 
 III.1 や III.2 で見たように、時間・場所限定
副詞(yesterday, in his car)は、状況を限定的に
描写する stage-level の叙述詞とは、整合し共
起可能となるが、状況を任意的に位置づける
individual-level の叙述詞とは、整合せず共起
不可となる。状況の観点より、両叙述詞は次
のように特徴づけられる。 
 
 (33)a.  stage-level 叙述詞の特徴：  
一つの限定された状況での(存在的) 
解釈を与える。 
     b.  individual-level 叙述詞の特徴：  
任意の状況での(総称的)解釈を与える。 
 
III.3  描写の二次叙述詞はなぜ stage-level な
のか 
この小節では、二次叙述詞 (secondary 
predicate)と stage/individual level の叙述詞が、
どのような関係にあるかを見てみる。二次叙
述詞には、描写の叙述詞(depictive secondary 
predicate)、条件の叙述詞(conditional secondary 
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predicate)と結果の叙述詞(resultative secondary 
predicate)がある。 
 
 (34)a.  John ate the meat raw.     
(描写の叙述詞) 
   b.  John drinks coffee black.  
(条件の叙述詞) 
   c.  John painted the wall red.   
(結果の叙述詞) 
 
小節では、描写の二次叙述詞に限定し、こ
の叙述詞について、現れる環境及び、どのよ
うな特性を持つ叙述詞であるかを主動詞と
の関係で考えてみる。最初に、なぜ描写の二
次叙述詞は、 individual-level でなくて、
stage-level の叙述詞でなくてはならないのか
を考えてみる。 
 
〈問題提起〉 描写の二次叙述詞は、
stage-level の叙述詞でなくてはならない
（Tenny (1994:152)）。なぜか。 
 
(35)a.  I met Mary drunk / in high sprites.   
   b.  I met Mary *tall / *stupid.         
 c.  drunk,  in high spirits:  stage-level  
(一時的状況を表す) 
     d.  tall,  stupid:  individual-level 
 
描写の二次叙述詞は、主動詞で表されてい
る出来事と同一時間帯での状況、時間的に限
定された状況を表す叙述詞である。すなわち、
描写の叙述詞は、主動詞の描写するイベント
と時間的に密にリンクされおり (Rapoport 
(1991:175))、主動詞の描写時間帯と同一時間
帯での状況描写である。この時間的に制限さ
れた一時的状況を表すことが出来るのは、
stage-level の叙述詞である。従って、描写の
二次叙述詞として使用可能な叙述詞は、
stage-level の叙述詞でなくてはならない。 
以上のことより、(35a)の表す意味は、次の
ようになる。 
 
(36)  (35a) ＝ There was an event that was  
the meeting of Mary by me and Mary  
was drunk at that event. 
 
III.4   描写の叙述詞と主動詞の(意味的制
限)関係  
次に、描写の叙述詞と主動詞との間に、ど
のような関係(意味的制限関係)があるかを見
てみよう。 
 
〈問題提起〉 二次叙述詞が共起する(付加さ
れる)場合、主動詞に対して(意味的)制限があ
るのかどうか。ある場合、どのような意味的
制限か。 
 
 この問題提起に対し、次のように取り組も
うと思う。描写の二次叙述詞が共起する(付加
される)主動詞には、意味的制限はあるかどう
か。あるとすれば、どのような意味制限が主
動詞に課せられるかを考えてみよう。
(Papoport(1991)参照。) 
 
 (37)a.  Noai wrote the answer drunki. 
      b.  *Noai knew the answer drunki. 
               (Rapoport (1991:169)) 
 
描写の二次叙述詞は、主動詞の描写するイ
ベントと時間的にリンクされねばならない。
そのために、描写の叙述詞は、主動詞の表す
イベントと同一時間帯の状況・状態を表さね
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ばならない。以上のことを踏まえて、
(37a)(37b)の容認性の違いを考えてみよう。
(37a)は次のような意味を表している。 
 
 (38)  (37a) ＝ There was an event that was  
the writing of the answer by Noa and  
Noa was drunk at that event. 
 
  (37a)の場合、ノアが解答を書いたのは、ノ
アが酔っぱらっていた特別な時であった。ノ
アが解答を書いた時と、ノアが酔っぱらって
いた時が時間的制限された同一時間帯であ
り、時間的にリンクされるために容認可能と
なる。 
 (37b)の場合、ノアが解答を知っていたのは、
特別な一時的な時間帯に限定されるのでな
く。すなわち、「～を知っている」とは、任
意の時に成立する状況・状態である。従って、
特別な一時的時間帯に限定される「酔っぱら
う」と時間的にリンクされることはなく、共
起した場合容認不可能となる。このように、
描写の叙述詞の一時的状況描写が、主動詞の
表す任意的状況描写と時間的にリンクされ
ない場合、容認不可能となる。 
 以上のように、描写の叙述詞は一時的状況
を表し、主動詞が表す出来事と時間的にリン
クされるためには、主動詞も一時的状況を表
す動詞でなくてはならない。すなわち、主動
詞も、描写の二次叙述詞が付加される場合は、
stage-level の動詞でなくてはならない。 
 
III.5  There-構文と individual-level の叙述
詞の共起関係 
次に、There-構文の名詞句(NP)に後続する
叙述詞が、individual-level の叙述詞の場合は
容認されず、stage-level 叙述詞の場合は容認
される理由を考えてみよう。(Milsark(1977), 
Stowell(1978), Chierchia(1995)参照。) 
 
〈問題提起〉 次の文(38a)は容認され、文
(38b)は容認されないのはなぜか。 
 
 (38)a.  There is a man drunk / sick. 
     b. ??There is a man intelligent / white.  
 
  まず最初に、(38a)の文から考えてみよう。
There-構文は、ある物が存在することを意味
する構文である。すなわち、ある物が少なく
とも一つ存在することを表す存在の読み
(existential reading)を与える構文である。また、
stage-level の叙述詞は、一状況の存在を表す。
従って、(38a)の文は、There-構文が表す意味
と stage-level の叙述詞の意味の間で整合する。
すなわち、There-構文は存在の意味を表し、
stage-level の叙述詞は一時的な状況の存在を
意味するため、両者は意味的に整合し、容認
される。 
一 方 、 (38b) 内 に あ る 叙 述 詞 は 、
individual-level の 叙 述 詞 で あ る 。 こ の
individual-level の叙述詞は、任意の状況での
総称的な読み(generic reading)を与える叙述詞
である(Chierchia (1995:176))。この両者(there-
構文と individual-levelの叙述詞)の間には与え
る読みに対して整合性を欠くために容認さ
れない。 
 
IV.  裸複数名詞とその指示詞代名詞の意味 
裸複数名詞とその指示詞代名詞は、結び付
く叙述詞によって、意味に違いが生じる。そ
の違いは、どのような意味の違いかをこの小
節で見てみよう。 
 
兵庫県立大学環境人間学部　研究報告第 16 号 （2014 年）
－ 134 －
13 
〈問題提起〉 次の(39a)(39b)文中の they は
rabbits を意味しているが、この二つの代名詞
には意味的に違いがある。その違いは、どの
ようなものであるか。 
 
  (39)a.  Maria hates rabbits, because they  
ruined her garden last spring. 
      b.  Rabbits ruined Maria’s garden last  
spring, so now she hates them. 
 
動詞句 ruin her garden last springは、副詞 last 
spring によって時間的に限定されている状況
を描写しており、stage-level の叙述詞である。
そのために、その主語は存在的解釈を受ける。
(Diesing(1992a)参照。) しかし、hate rabbits(or 
them)の目的語は総称的解釈を受ける。その結
果、(39a)(39b)は次のような解釈となる。(39a)
での Maria は、rabbits という動物すべて(すな
わち、kind-level での rabbits)が嫌いである。
というのも、一部の rabbits が彼女の畑を荒ら
した(すなわち、一つの状況での rabbits が存
在する )からである。 (39a)の裸複数名詞
(rabbits)は KIND を表す全ての rabbits であり、
この rabbits と同一指示である代名詞 they は、
一部の rabbits を意味する。(39b)では、rabbits
は一部の rabbits を表し、この名詞と同一指示
を表す代名詞(hates them の)them は、全ての
rabbits を表している。 
 以上のように、裸複数名詞とその同一指示
関係にある代名詞は、結び付く動詞によって
異なる解釈を受けることになる。 
 
IV.   形容詞 smart から作られる動詞
smarten の意味 
形容詞 smart には、「ハイカラな」と言う意
味と「利口な」の二つの意味があるが、この
形容詞から作られる動詞 smarten はどちらの
意味と関係づけられるのか。一方の意味と関
係づけけられた場合、なぜそのような関係づ
けがなされるのか。また、両方の意味に関係
づけられないのはなぜかを、最後に考えてみ
る。(丸田(1998)参照。) 
 
〈問題提起〉 形容詞 smart から作られる動
詞 smarten の意味は、どのような意味か。 
 
形容詞 smart に－en を付加し、動詞 smarten
を作る場合、その動詞はどのような意味にな
るであろうか。また、－en 動詞はどのような
意味特性を持つ形容詞から作られるのか。こ
れらの問題をこの小節で、 stage/individual- 
level の特性と関連させて考えてみよう。 
stage-level の叙述詞は、一時的な状況・状
態・動作の存在を表すのが特徴であり、
individual-level の叙述詞は、永続的で(すなわ
ち、任意の状況で表す)本質的・内在的性質を
表すのが特徴である。一時的な状況は変化可
能であり、本質的・内在的性格・性質は変化
不可能であると言える。変化可能性の観点よ
り述べれば、両者は次のように述べられる。 
 
 (40)a.  stage-level 叙述詞は、変化可能な特 
性を持つ。 
     b.  individual-level の叙述詞は、変化不 
可能な特性を持つ。 
 
形容詞に－en を付加して作られる動詞は、
状態変化を表す動詞である。そのために、状
態変化動詞を作る時、その動詞は変化可能性
を特性に持つ(意味する)形容詞でなくてはな
らない。すなわち、形容詞＋en 動詞は、
stage-level の形容詞から作られる動詞と言う
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ことになる。 
形容詞 smart を例に採り考えてみよう。こ
の形容詞には、次の二つの意味がある。一つ
は(40a)のような一時的状況を表す意味と、も
う一つは(40b)のような個人の属性を表す意
味がある。前者は stage-level の特徴を持ち、
後者は individual-level の特徴を持つ (丸田
(1998：75))。 
 
 (41)  smart: 
a.  ハイカラな (well and fashionably  
dressed)： 変化可能な特性 
     b.  利口な (intelligent, clever) ：不変 
的な特性 
 
この場合、(41a)(41b)の二つの意味のどちらの
意味が、この形容詞 smart から作られる動詞
となるかを考えてみよう。 
 
  (42)  smarten:  
      a.  ハイカラにする 
   *b.  聡明にする 
 
stage-level の形容詞は、一時的状況を表すた
め典型的に変化しうる状態を述べるもので
ある。そのために、stage-level の形容詞が、
形容詞から作られる動詞となる。容易に変化
することが出来ない不変化的特性である個
人的性格・特性は、状態変化特性とはマッチ
しないため、状態変化を表す動詞にはならな
い。 従って、形容詞 smart に－en を付加し、
状態変化動詞 smarten を作った場合、その動
詞は stage-level の特性を持つ(41a)の意味と関
連させられて、(41b)の意味とは関連させられ
ることはない。 
 
V.  まとめ 
本稿では、動詞の分類について、一時的・
一空間的状況を表すかどうかを(意味)基準と
し、それらの動詞句が現れる環境である一時
点・一空間を表す副詞との共起関係、There-
構文での共起関係、進行形での使用可能性を、
分類方法・手段として、動詞が stage-level と
individual-level に分類されることを見た。こ
の分類方法によって、動詞はアスペクトでの
分類とはまた異なる分類方法が提示され、新
しいことが見いだされる。 
 
 (43)  stage-level / individual-level 叙述詞の 
分類基準：叙述詞が表す状況(意味)が 
一時的か永続的か。 
 (44)  stage-level / individual-level 叙述詞の 
分類方法： 一時点・一空間を表す副 
詞句(節)(when I met him/her in the party,   
in the park)と共起可能かどうか。 
  
 以上の分類基準、分類方法を用いて、叙述
詞を分類すれば、 stage-level の叙述詞と
individual-level の叙述詞は、次のように特徴
づけられる。 
 
(45)a.  stage-level 叙述詞：一時点・一空間 
を表す副詞句(節)と共起可能。限定さ 
れた一状況の存在を与える。 
例： drunk,  available,  in the garden 
     b.  individual-level：一時点・一空間を 
表す副詞句(節)と共起不可能。総称的 
状況での描写を与える。 
例： tall,  intelligent,  a doctor (叙述 
用法での名詞句) 
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